
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （※活動写真省略） 

 

では、ダンボールコンポストを使って生ごみ堆肥化の推

進などに取り組んでいます。毎月小学校区ごとに行う地域清掃のクリーン作戦の後に、ダ

ンボールコンポスト講習会を開催したり、イベント等でも生ごみ堆肥化の啓発活動もして

います。 

 

 ところで、今年 1月、佐世保市で開催された「第 10回 食育祭」に参加しました。 

その食育祭に参加したことで「生ごみの堆肥化を、ただ単に、ごみの減量化のために推進 

するのではなく、食育と絡めながら進めていくことで、より取り組みやすくなるのではな 

いだろうか・・・」ということに、気付きました。 

 

そこで、今年度は、生ごみの堆肥化を食育と絡めて「やってみよう」ということになり、 

筑後保育所と共同して、生ごみの堆肥化に食育を取り入れながら『命をつなごう 野菜く

ずリサイクル』と題して取り組むことになりました。 

取り組みをはじめるにあたり、園児たちにどう伝えていいのか、またどう進めていいの

か、エコネットちくごの会員に、ノウハウが全くなかったため、まずは、生ごみ（野菜く

ず）を使った堆肥化の学習会をすることにしました。 

では、生ごみ減量と食育をかねた取り組みとして、子供たちに「物を大

切にする心をはぐくんでもらう」ため、保育園・幼稚園・学校などで給食の生ごみリサイ

クル体験をしてもらう「生ごみリサイクルアドバイザー派遣事業」を行っています。 

 

①土の中の微生物が生ごみを分解し、出来た堆肥で、元気な野菜をつくるという自然の

循環を、身をもって感じることができます。 

 

②畑の土と人のお腹は同じ仕組みで、お腹を元気にする食べ方が元気な体をつくること

を学ぶ食育弁当、食育講演を行っています。 

3月 「わらしこ保育園」 

5月 「長門石小学校」 

久留米市の「生ごみリサイクルアドバイザー派遣制度」

として保育園で生ごみリサイクルの取り組みに力を入れ

ておられる菌ちゃん先生こと、白仁田 裕二先生（アドバ

イザー）に話を聞きながら、土づくりについて学習をさ

せていただきました。 

 

久留米市 

エコネットちくご 

３．菌ちゃん先生 

①畑の場所を確保 

②土づくり 

③大根づくり 

④収穫  

⑤大根を試食 

４．筑後保育所と取り組み開始 

筑後保育所 園児の作品「大根の絵」 

１．エコネットちくごの活動 

２．エコネットちくごの学習 

久留米市へ視察 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなに たくさん  

とれました～（笑） 

よいしょ～！！ 

筑後保育所で 

『おでんパーティー』を 

しました。エコネットちくご

と園児たちで 収穫した 大根

を食べました。 

いよいよ 収穫です。 

みんな 楽しみに  

していました。（＾０＾）
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※西日本新聞社／読売新聞社／毎日新聞社／有明新報社 

（4社）が、筑後保育所へ取材に来られました。 

 

 

 

 

 

 

・・エコネットちくごの人たちと

いっしょに植えた 大根を使って 

おでんをつくりました・・。 

・・みんなで野菜の皮や卵のカラ

をむきました・・・。みんなで 

おいしく いただきましょう～・・。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


